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東
京
都
中
小
建
設
業
協
会

（
山
口
巖
会
長
）
は
、
型
枠
工

事
の
東
京
建
設
工
業
協
同
組

合
（
星
幸
三
理
事
長
）
、
解
体

工
事
の
東
京
建
物
解
体
協
会

（
藤
井
誠
会
長
）
と
共
催
で

4

月

10日
か
ら

12日
の
３
日

間
、
四
ツ
谷
の
主
婦
の
友
会

館
エ
フ
プ
ラ
ザ
で
、

51名
が

参
加
し
て
平
成

31年
度
の
新

入
社
員
研
修
を
開
催
し
た
。

　

29年
度
・

30年
度
に
次
い

で
、
今
年
が
３
回
目
。
過
去
２

回
は
建
設
業
振
興
基
金
主
催

の
地
域
連
携
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
事
業
の
助
成
金
を
活
用
し

て
開
催
し
て
き
た
が
、
助
成

制
度
の
終
了
に
よ
り
、
単
独

事
業
と
し
て
開
催
。
９
月
４

日
に
は
「
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

研
修
」の
開
催
も
予
定
し
て

い
る
。

　
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
別
表

の
通
り
で
、
電
話
の
応
対
や

名
刺
交
換
の
仕
方
な
ど
、
社

会
人
と
し
て
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ナ
ー
を
は
じ
め
、
施
工
管
理

な
ど
の
専
門
分
野
も
含
め
て

幅
広
く
研
修
。
最
終
日
に
は
、

前
回
（
昭
和

39年
、
１
９
６
４

年
）の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
競
技
場
と
し
て
建
設
、
水

泳
会
場
と
し
て
使
用
さ
れ
、

来
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
会
場
等
と
な

る
国
立
代
々
木
体
育
館
の
建

設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｄ
Ｖ
Ｄ
視

聴
や
、
若
手
先
輩
か
ら
の
ア

ド
バ
イ
ス
・
意
見
交
換
な
ど

も
行
わ
れ
た
。

　
研
修
か
ら
５
か
月
近
く
経

過
し
た
現
在
、
受
講
生
の
中

に
は
ゴ
ー
ル
デ
ィ
ン
ウ
ィ
ー

ク
等
を
は
さ
ん
で
実
社
会
の

厳
し
さ
に
戸
惑
っ
た
り
、
仕

事
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

下
降
し
て
い
る
人
々
も
い
る

と
み
ら
れ
る
が
、
今
回
の
研

修
で
知
り
合
っ
た
「
仲
間
」

「
友
人
」
と
と
も
に
そ
れ
ら
を

乗
り
越
え
、
今
後
の
フ
ォ
ロ

ー
ア
ッ
プ
研
修
等
を
経
て
着

実
に
成
長
し
、
個
々
の
企
業
、

ま
た
、
仮
に
転
職
し
て
も
同

じ
建
設
業
界
で
長
く
活
躍
し

て
い
く
こ
と
を
期
待
す
る
。

　
研
修
終
了
後
に
は
、
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
が
、
全

体
を
振
り
返
っ
て
最
も
有

益
、
有
意
義
だ
っ
た
と
感
じ

た
の
は
今
年
も
『
業
界
内
同

期
』
と
の
出
会
い
の
よ
う
だ
。

「
年
上
と
か
か
わ
る
こ
と
が

多
く
、
近
い
世
代
の
方
と
交

流
が
で
き
新
鮮
、
刺
激
に
な

っ
た
」「
新
人
同
士
親
睦
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も

有
意
義
」「
多
く
の
同
期
と
接

す
る
こ
と
が
で
き
、
貴
重
で

素
敵
な
機
会
だ
っ
た
」「
社
内

は
同
期
が
少
な
く
、
沢
山
の

人
と
出
会
う
こ
と
が
で
き
、

よ
か
っ
た
」「
い
ろ
い
ろ
な
人

と
話
が
で
き
、
良
か
っ
た
」

「

50人
ほ
ど
の
同
期
が
で
き
、

今
後
も
こ
の
関
係
を
大
切
に

し
て
い
き
た
い
」
等
と
の
声

が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
個
別
の
テ
ー
マ
で
は
、
原

価
管
理
が
勉
強

に
な
っ
た
と
の

感
想
が
目
立

ち
、
複
数
の
研

修
生
が
今
後
そ

れ
を
意
識
し
、

今
後
の
業
務
に

活
か
し
て
い
く

意
欲
が
示
さ
れ

た
。
ま
た
、「
３

日
間
の
研
修
を

糧
に
早
く
一
人

前
に
な
れ
る
よ

う
頑
張
る
」「
自

分
の
土
台
が
で

き
そ
う
な
の

で
、
こ
れ
か
ら

仕
事
に
励
ん
で

い
こ
う
」「
有
益
だ
っ
た
」「
す

ご
く
良
か
っ
た
」「
充
実
し
た

３
日
間
」「
今
後
の
支
え
に
な

る
」「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
積
極
的
に
と
ろ
う
と
思
っ

た
」
―
―
な
ど
研
修
の
成
果

が
垣
間
見
ら
れ
る
中
、
今
年

も
『
先
輩
の
話
、
ア
ド
バ
イ
ス

が
参
考
に
な
っ
た
』
と
し
、
そ

の
内
容
が
受
講
者
に
と
っ
て

価
値
あ
る
時
間
と
な
っ
た
よ

う
だ
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
を
個
別
に
見

る
と
、
講
習
の
う
ち
、
初
日
の

『
社
会
人
と
し
て
の
基
本
、
仕

事
の
基
本
』
は
「
よ
く
理
解
で

き
た
」
が

43％
、「
だ
い
た
い

理
解
で
き
た
」
が

54％
、「
な

ん
と
な
く
理
解
で
き
た
」
が

４
％
、『
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク

ル
』
は
「
よ
く
理
解
」

50％
、

「
だ
い
た
い
理
解
」

39％
、「
な

ん
と
な
く
理
解
」

11％
、『
マ

ナ
ー
の
基
本
』
が
「
よ
く
理

解
」

62％
、「
だ
い
た
い
理
解
」

34％
、「
な
ん
と
な
く
理
解
」

３
％
、『
来
客
・
訪
問
の
マ
ナ

ー
』
が
「
よ
く
理
解
」

43％
、

「
だ
い
た
い
理
解
」

39％
、「
な

ん
と
な
く
理
解
」

18％
、『
電

話
応
対
の
基
本
』
が
「
よ
く
理

解
」

45％
、「
だ
い
た
い
理
解
」

33％
、「
な
ん
と
な
く
理
解
」

22％
。
い
ず
れ
の
テ
ー
マ
も
、

「
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
」
と

答
え
た
受
講
生
は
ゼ
ロ
だ
っ

た
。

　
２
日
目
の
『
品
質
管
理
』

は
、「
よ
く
理
解
で
き
た
」
、

「
だ
い
た
い
理
解
で
き
た
」
が

各

32％
、「
な
ん
と
な
く
理
解

で
き
た
」
が

24％
、「
よ
く
わ

か
ら
な
か
っ
た
」
が

12％
、

『
工
程
管
理
』
が
「
よ
く
理
解
」

31％
、「
だ
い
た
い
理
解
」

38

％
、「
な
ん
と
な
く
理
解
」

23

％
、『
安
全
管
理
・
建
設
業
法
』

が
「
よ
く
理
解
」
、「
だ
い
た
い

理
解
」
が
各

46％
、「
な
ん
と

な
く
理
解
」
と
「
よ
く
わ
か
ら

な
か
っ
た
」
が
ゼ
ロ
、『
原
価
・

建
設
会
社
の
経
理
』
が
「
よ
く

理
解
」

52％
、「
だ
い
た
い
理

解
」

48％
、
で
、「
な
ん
と
な
く

理
解
」
と
「
よ
く
わ
か
ら
な
か

っ
た
」
が
ゼ
ロ
。
内
容
の
専
門

・
高
度
化
に
伴
っ
て
理
解
度

は
若
干
低
い
傾
向
に
あ
る

が
、『
原
価
・
建
設
会
社
の
経

理
』
に
つ
い
て
は
意
外
な
結

果
で
、
そ
れ
ら
に
お
い
て
は
、

漫
画
や
絵
を
取
り
入
れ
て
わ

か
り
や
す
か
っ
た
、
と
の
コ

メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
、
注
目

さ
れ
る
。

　
３
日
目
の
『
現
場
の
１
日

の
流
れ
』
は
、「
よ
く
理
解
で

き
た
」

29％
、「
だ
い
た
い
理

解
で
き
た
」

10％
、「
な
ん
と

な
く
理
解
で
き
た
」
５
％
、

『
Ｄ
Ｖ
Ｄ
視
聴
‐
ア
ナ
ザ
ー

ス
ト
ー
リ
ー
』
が
「
よ
く
理

解
」

59％
、「
だ
い
た
い
理
解
」

27％
、「
な
ん
と
な
く
理
解
」

14％
、『
若
手
先
輩
か
ら
の
ア

ド
バ
イ
ス
、
意
見
交
換
』
が

「
よ
く
理
解

66％
、「
だ
い
た

い
理
解
」

20％
、「
な
ん
と
な

く
理
解
」

14％
。「
よ
く
わ
か

ら
な
か
っ
た
」
は
ゼ
ロ
で
、
３

日
目
も
『
原
価
・
建
設
会
社
の

経
理
』
が
「
よ
く
理
解
」

52％
、

「
だ
い
た
い
理
解
」

48％
、
で
、

１
日
目
同
様
「
よ
く
わ
か
ら

な
か
っ
た
」
は
ゼ
ロ
と
な
っ

て
い
る
。

都
中
建
会
議
室
に
お
い
て

6月

13日
、
マ
ナ
ビ
ク
ス
の

丹
羽
將
喜
先
生
を
迎
え
、
ベ

テ
ラ
ン
社
員
研
修
を
開
催
し

た
。

45歳
以
下
、
ま
た
、
入
社

15～

20年
の
管
理
職
・
経
営

者
の
方
が
対
象
。

「「
業業

界界
内内

同同
期期

」」一一
堂堂

にに

新
入
社
員
研
修
を
開
催

ともに

成長へ

ベ
テ

ラ
ン

社

員
研

修
開

く

　
（
一
社
）
東
京
都
中
小
建
設

業
協
会
の
副
会
長
な
ら
び
に

広
報
委
員
長
、
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
協
議
会
長
を
務
め
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
居
り
ま
す
渡

邊
建
設
株
式
会
社
の
渡
邊
で

す
。
　
広
報
委
員
長
と
致
し
ま
し

て
は
、
協
会
の
活
動
を
い
か

に
正
確
に
解
り
や
す
く
全
員

に
伝
え
る
事
、ま
た
、
業
界
関

連
情
報
と
し
て
、
会
員
企
業

に
と
っ
て
役
に
立
つ
情
報
を

お
伝
え
出
来
る
か
検
討
を
し

て
お
り
ま
す
。

　
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
協
議
会

で
は
、
型
枠
や
解
体
の
組
合

さ
ん
と
の
合
同
の
新
人
研
修

会
、
そ
の
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア

ッ
プ
研
修
や
今
年
か
ら
ス
タ

ー
ト
致
し
ま
し
た
ベ
テ
ラ
ン

研
修
、ま
た
、
建
設
業
関
連
団

体
と
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン

グ
な
ど
、
会
員
企
業
な
ら
び

に
交
流
団
体
に
と
っ
て
実
り

あ
る
情
報
や
交
流
の
場
を
作

り
お
役
立
て
い
た
だ
け
る

様
、
全
力
で
頑
張
っ
て
お
り

ま
す
。

　
（
一
社
）
東
京
都
中
小
建
設

業
協
会
に
し
か
出
来
な
い
こ

と
。
そ
れ
は
、
第
１
に
、
各
地

域
の
代
表
と
し
て
様
々
な
機

関
に
「
中
小
建
設
業
の
働
き

手
の
生
の
声
を
届
け
る
こ

と
！
」
　
第
２
に
、
知
恵
と
連

携
を
駆
使
し
て
会
員
会
社
の

メ
リ
ッ
ト
に
な
る
こ
と
を
い

ち
早
く
伝
え
る
こ
と
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。
都
中
建
に
在

籍
す
る
全
て
の
若
手
か
ら
ベ

テ
ラ
ン
ま
で
、「
作
る
喜
び
・

働
く
喜
び
」
を
次
世
代
の
方

に
大
切
に
継
承
し
て
も
ら
い

た
い
。
そ
ん
な
思
い
で
、「
労

働
者
育
成
事
業
、
建
設
絵
本

の
寄
贈
、
合
同
説
明
会
、
若
手

入
職
者
・
ベ
テ
ラ
ン
・
経
営
者

研
修
会
な
ど
」
様
々
な
事
業

を
展
開
し
て
参
り
ま
し
た
。

建
設
業
新
３
Ｋ
（
休
日
は
取

れ
、
給
料
は
高
く
、
希
望
が
あ

る
）の
実
現
に
向
け
て
、
皆
で

頑
張
り
ま
し
ょ
う
！
土
木
舗

装
委
員
長
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
昨
年
に
引
き
続
き
「
書
類

の
簡
素
化
」
に
照
準
を
定
め
、

東
京
都
に
提
言
を
行
っ
て
参

り
ま
す
の
で
会
員
の
皆
様
、

会
員
増
強
も
含
め
引
き
続
き

都
中
建
活
動
に
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
し
く
令
和
の
年
の
幕
が

あ
き
、
会
員
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご
清
祥

の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　
副
会
長
を
仰
せ
つ
か
っ
て

お
り
ま
す
、
渡
辺
建
設
株
式

会
社
の
渡
辺
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　
都
中
建
で
は
建
築
委
員

長
、
会
費
改
訂
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
担
当
し
て
お
り
ま
す
。

　
建
築
委
員
会
で
は
、
５
月

に
初
め
て
東
京
都
住
宅
政
策

本
部
と
の
意
見
交
換
会
を
行

い
ま
し
た
。
東
部
、
西
部
住
宅

建
設
事
務
所
所
長
を
は
じ
め

多
数
の
幹
部
職
員
出
席
の
も

と
都
営
住
宅
建
設
の
課
題
に

つ
い
て
多
岐
に
わ
た
り
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。
今
後

も
継
続
し
て
都
営
住
宅
建
設

に
お
け
る
問
題
点
を
提
起
し

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
年
度
、
都
中
建
の
活
動

目
標
に
組
織
強
化
を
掲
げ
て

お
り
ま
す
。

　
都
中
建
は
会
員
皆
様
か
ら

の
会
費
に
よ
り
運
営
し
て
お

り
ま
す
。

　
現
在
１
４
０
社
の
会
費
収

入
で
は
ぎ
り
ぎ
り
の
運
営
状

況
で
あ
り
ま
す
。
安
定
し
た

都
中
建
に
す
る
に
は
会
員
の

増
強
が
急
務
で
す
。
会
員
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

何
卒
、
会
員
増
強
の
ご
協
力
、

ご
紹
介
を
お
願
い
申
し
あ
げ

ま
す
。

　
元
号
が
平
成
か
ら
令
和
と

な
り
、
建
設
現
場
に
も
Ａ
Ｉ

が
導
入
さ
れ
る
な
ど
時
代
の

変
化
に
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
対

応
し
て
い
く
こ
と
が
さ
ら
に

必
要
に
な
っ
て
い
く
こ
と
で

し
ょ
う
。「
Ａ
Ｉ
に
よ
る
自
動

化
」
、「
女
性
・
若
者
の
活
動
推

進
」
及
び
「
働
き
方
改
革
」
に

つ
い
て
、
建
設
業
は
他
業
界

に
比
べ
後
れ
を
取
っ
て
い
る

の
が
実
状
で
す
。
常
に
世
の

中
の
動
き
に
ア
ン
テ
ナ
を
張

り
巡
ら
せ
、
実
現
に
向
け
て

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
土
砂
災
害
や
大
地

震
な
ど
災
害
へ
の
対
応
が
重

要
で
あ
る
と
の
想
い
を
年
毎

に
強
く
感
じ
ま
す
。
都
民
か

ら
建
設
業
界
に
寄
せ
ら
れ
る

期
待
に
応
え
る
た
め
に
も
責

任
は
重
大
で
す
。
新
た
な
決

意
を
立
て
て
臨
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
後
を
見
据

え
た
新
時
代
に
果
敢
に
挑
戦

し
、
都
中
建
が
発
注
者
・
都
民

か
ら
よ
り
以
上
に
必
要
と
さ

れ
る
組
織
に
な
れ
る
様
に
微

力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
尽
力

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
東
京
都
住
宅
政
策
本
部
は

５
月

24日
、
都
営
住
宅
建
設

工
事
に
関
す
る
建
設
業
界
団

体
と
意
見
交
換
会
を
開
催
し

た
。
　
意
見
交
換
会
は
、
同
本
部

が
４
月
に
発
足
し
た
こ
と
を

受
け
、
工
事
の
発
注
を
現
場

環
境
の
改
善
な
ど
都
営
住
宅

建
設
の
円
滑
な
進
行
に
向
け

た
諸
課
題
を
議
論
す
る
た
め

開
催
し
た
。
昨
年
度
ご
ろ
か

ら
都
営
住
宅
の
工
事
は
外
構

を
中
心
に
不
調
が
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
不
調

解
消
な
ど
に
向
け
、
業
界
団

体
か
ら
の
意
見
を
聞
く
こ
と

が
目
的
。
都
の
本
部
側
は
建

設
関
係
の
担
当
部
長
、
課
長
、

東
西
の
住
宅
建
設
事
務
所
幹

部
、
技
術
管
理
担
当
ら
が
出

席
し
、
都
中
建
は
山
口
会
長
、

渡
辺
健
司
建
築
委
員
長
ら
協

会
幹
部
が
出
席
し
た
。

　
こ
の
中
で
、
都
中
建
は
「
設

備
工
事
が
不
調
に
な
る
と
、

建
築
の
基
礎
工
事
が
進
め
ら

れ
な
く
な
る
。
設
備
工
事
の

入
札
時
期
を
早
め
て
ほ
し

い
」
と
要
望
。
同
本
部
側
は

「
都
営
住
宅
の
建
設
に
あ
た

っ
て
は
、
分
離
発
注
が
原
則

と
な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
の

業
種
で
も
契
約
後
、
速
や
か

に
着
手
で
き
る
こ
と
を
前
提

に
発
注
し
て
い
る
。
こ
の
た

め
、
不
調
を
可
能
な
限
り
避

け
ら
れ
る
よ
う
、
工
事
内
容

の
工
夫
や
適
切
な
時
期
で
の

発
注
を
一
層
心
掛
け
て
い

く
」
と
答
え
た
。

　
さ
ら
に
都
中
建
は
「
イ
ン

フ
レ
ス
ラ
イ
ド
に
つ
い
て
、

実
勢
価
格
と
乖
離
が
あ
る
と

思
わ
れ
る
。
ま
た
Ｊ
Ｖ
入
札

を
復
活
さ
せ
て
ほ
し
い
」
と

要
望
。
同
本
部
は
「
単
価
に
つ

い
て
は
今
後
も
調
査
検
討
を

行
い
、
実
態
に
近
づ
け
て
い

く
よ
う
努
め
て
い
く
。
ま
た

（
制
度
面
に
つ
い
て
は
）
本
部

の
所
管
の
枠
を
超
え
る
と
こ

ろ
も
あ
る
た
め
、
業
界
団
体

か
ら
の
意
見
と
し
て
関
係
部

局
に
も
伝
え
て
い
く
」
と
し

た
。
　
週
休
２
日
制
へ
の
意
向
に

つ
い
て
都
中
建
側
は
「
大
手

と
中
小
で
は
現
場
の
実
態
に

大
き
な
差
が
あ
る
。
十
分
な

調
査
を
お
願
い
し
た
い
」
と

求
め
た
。
対
し
て
同
本
部
は
、

試
行
工
事
を
開
始
し
た
と
説

明
。「
ま
だ
実
績
も
少
な
い
こ

と
か
ら
、
今
後
も
業
界
団
体

か
ら
の
意
見
を
踏
ま
え
、
現

場
の
実
態
等
の
調
査
や
検
討

を
継
続
し
、
発
注
条
件
の
見

直
し
を
行
っ
て
い
く
」
姿
勢

を
示
し
た
。

　
加
え
て
「
女
性
活
躍
モ
デ

ル
工
事
に
、
快
適
ト
イ
レ
や

更
衣
室
等
の
経
費
を
計
上
し

て
ほ
し
い
」
と
要
望
。
本
部
側

は
「
女
性
技
術
者
が
活
躍
で

き
る
発
注
条
件
に
つ
い
て
調

査
検
討
し
て
い
く
」
と
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
都
中
建
側
は
、

外
構
工
事
、
木
工
事
、
杭
工

事
、
左
官
・
吹
付
工
事
な
ど
で

都
の
単
価
と
実
勢
価
格
の
差

異
が
み
ら
れ
る
と
指
摘
。
同

本
部
側
は
「
今
後
も
設
計
価

格
に
つ
い
て
は
調
査
検
討
を

進
め
て
い
く
」
と
回
答
し
た
。

　
本
部
で
は
、
日
程
等
は
未

定
も
、
建
設
業
界
団
体
と
の

意
見
交
換
会
を
引
き
続
き
開

催
し
て
い
く
意
向
で
、
今
後

は
設
備
関
係
の
団
体
と
も
意

見
交
換
を
行
っ
て
い
き
た
い

考
え
を
示
し
て
い
る
。

新入社員研修の動画が協会ＨＰ「What's New」でご覧いただけます

実
り
あ
る
情
報

・
交
流
の
場
を

副
会
長
、
広
報
委
員
長
、

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
協
議
会
長

渡
邊

裕
之

「
作
る
喜
び
・

働
く
喜
び
」
を

副
会
長
・
土
木
委
員
長

鳥
越

雅
人

会
員
増
強
急

務
、
協
力
を

副
会
長
渡

辺
健

司

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

後
を
見
据
え

副
会
長
細

沼
順

人

設
備
の
早
期
発
注
要
望

＝
東
京
都
住
宅
政
策
本
部
と
意
見
交
換
＝

実
勢
単
価
と
の
乖
離
改
善
も

都中建


